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研究成果の概要（和文）：効果的なモデルカリキュラム作成のための基礎的データとして、CBT・OSCEと臨床実
習Ⅰの成績の関係の有無について調査した。医学部6年生22人から同意と臨床実習Ⅰの手引きが得られ解析した
結果、CBT・OSCEと臨床実習Ⅰの成績とには相関を認めなかった。この理由は、①臨床実習の評価が不適切、②
指導医の評価に対する積極性に関する自己選択のバイアス、③CBT・OSCEの成績下位者が臨床実習で努力し差が
なくなった可能性などが考えられた。③の原因として、図書館で勉強している学生が増えた、学習の場が座学か
ら実臨床となり学習意欲が増したなどが考えられた。

研究成果の概要（英文）：As basic data for creating an effective model curriculum, we investigated 
the relationship between the results of CAT (including CBTand OSCE) and Clinical Training I. As a 
result of agreement and guidance of clinical training from 22 graduate students in medical school, 
analysis result showed no correlation between CAT and the results of clinical training. The reasons 
for this were (1) inappropriate evaluation of clinical practice, (2) bias of self-selection on 
positiveness towards assessment by a supervising doctor, (3) the possibility that lower ranker of 
CAT tried in clinical practice and the difference decreased. As a cause of ③, it was thought that 
the number of students studying in the library increased, the place of learning became actual 
clinical from the classroom, and motivation for learning increased.

研究分野： 医学教育学

キーワード： 自己主導型学修　カリキュラム

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

国際社会において、必要な知識・技能・態度を
自ら主体的に獲得していく能力を持った人材
は、近年極めて重要になってきている。その
理由は、必要とされる能力の変化が挙げられ
る。今日のような知識基盤社会においては、
「X は Y である」という命題知の習得だけで
なく、命題知を基礎にした実践知・活用知が
求められるようになった。この実践知・活用
知を身に付ける有効な方法が、「自ら課題を見
つけて解決することができる能力」「正解がな
かったり、複数あったりする課題に取り組む
ことができる能力」、つまり自己主導型学習能
力である。 

世界的ではすでに大学教育改革の流れの中で
自己学習の重要性が認識され、さらに 

自己主導型学習能力のための教育は世界的に
も質の保証の一部となりつつある。 

日本でも、1998年の大学審議会答申で、自己
学習能力の育成が新な目標として掲げられた。
しかし未だに教員から学生への一方向型の授
業が大半であるのが現状であり、 

学生自身が主体的・能動的に学習する授業が
達成されていないとの声が大きい。 

さらに全国調査では、国民が大学教育につい
て現在の状態に満足してる状況ではない。 

世界・社会に通用する人材を育てていると思
うかという調査に 6 割を超える国民が否定的
な回答であった。（毎日新聞社「教育」をテー
マにした「全国世論調査」2011）このことは
社会のニーズに応えきれていない日本の高等
教育の現状を反映していると考えられる。 

医学教育分野では米国で、ＧＰＥＰ報告
（1984年：米国医科大学協会）が発表されて
以降、自己主導型学習が注目され医療教育に
おけるチュートリアル教育の推進がなされて
いる。日本でもこの流れを受けて、平成 22年
度文部科学省は、改訂版医学教育モデル・コ
ア・カリキュラムを発表し、医学生に「自分の
力で課題を発見し、自己学習によってそれを
解決するための能力を身に付ける。」ことを一
般目標に掲げ、医学部のカリキュラムの中に
位置づけるよう求めている。 

しかし、医学教育分野においても、自己主導
型学習能力を身に付けるための取り組みは 

全体として遅れていると言わざるをえない。 

医学知識の増大は極めて急激で、かつ変化ス
ピードの加速により、その全ての知識を卒前
教育で詰め込むことはもはや不可能な状態で
ある。一方 IT の発展による情報基盤社会で、
最新の医学知識・知見が即座に容易に手に入
る時代となった。つまり、知識の保持量より
むしろ、知識獲得の仕方や変化に対応できる
能力の方が重要という認識になりつつある。
しかし、自ら学び続ける能力がなければその
ような環境であっても自己発展することはで
きない。 

もし医師が自己学習能力が低く医療の変化に
対応できないとしたら、その影響は甚大であ
る。 

つまり医学教育の分野において重要なことは、
医師の自己学習能力は、生涯学習能力と直結
し、最終的には患者の享受する医療レベルに
まで影響が及ぶことである。 

九州大学医学部では、その重要性を鑑み、す
でに早期体験実習、Problem Based Learning

や Service learning 、入院体験実習、医療面
接実習、Web Based Learning などさまざま
な自己主導型学習能力獲得のための教育・学
習機会を提供し、成果を挙げている。しかし、
現段階では、あくまでそれぞれが教育方法の
ひとつであり、個々の授業や実習で能動学習
が出来ても単発で終わっているのが現状であ
る。つまり自己主導型学習能力獲得という観
点で、有機的なつながりを持っておらず、カ
リキュラム構成、学習環境の整備には十分至
っていない。そこで自己主導型学習能力獲得
のための 6 年一貫したモデルカリキュラム開
発を行う研究を計画した。しかし、研究スタ
ート後、文献上開発をサポートする研究デー
タが少ないことが分かり、計画を変更して自
己主導型志向性カリキュラムを開発するため
の基礎的調査研究を行うことを本研究の目的
とした。 

 

２．研究の目的 

自己主導型学習を推進するための課題を、学
びの主体者である学生とともに検討し抽出・
調査する。 

 

３．研究の方法  

（１）効果的なモデルカリキュラム作成のた 

めの基礎的データとして CBT・OSCE

の成績が、臨床実習中に指導医が評価
した結果とどのような関連性があるの
か、明らかにされていない。そこで
CBT・OSCEと臨床実習Ⅰの成績の関
係の有無を明らかにすること、また、
関係の有無について、指導医評価表の
いずれかの項目と関連があるのかを明
らかにするために調査を行った。2016

年度に九州大学6年生となった学生27

名に研究協力を依頼した。上記の学生
のデータとして次の 2 点を抽出した。
①CBTの成績（IRT値）②OSCEの合
格点数 

（２）自己主導型学習カリキュラムを作成す 

る上で以下の調査を、医学科学生と共
同で行った。１．授業媒体である、黒
板・パワーポイント®・ハンドアウト（①
詳細な情報、②最小限の情報、③重要
箇所を空欄にしたもの）でどのように
学習意欲に違いが生じるかを調査した。
九大医医学科 3年生を対象としてオン
ライン調査を行った。40名の学生から
回答をえた（回答率 31％）。 

（３）九州大学 1年生の全学教育の効果・意 

義についての意識調査を行った。医 
学科 3年生を対象としてオンライン調
査 を行った。 



（４）出席率と成績には関連があるかについ 

て検証するために、医学科 3年生を対象 

としてオンライン調査を行った。2 年次
に履修した 3教科についての成績を 9段
階評価にて、また出席率を 5 段階にて記
載してもらうよう依頼した。 

 

４．研究成果 

（１）研究協力を依頼し同意を得た 27 名は、 
男女 24 名・女性 3 名であり、留年経験
者は、1名（男性）であった。依頼し同意
を得た 27名のうち 22人から臨床実習Ⅰ
の手引きを入手できた（回収率81.5％）。
回収できた 22 名は、男女 19 名・女性 3

名であり、留年経験者は 1 名（男性）で
あった。今回の研究では、CBT・OSCE

と臨床実習Ⅰの成績とには相関が認めら
れなかった。理由として次のことが考え
られる。①臨床実習の評価が適切に行わ
れていない。②まじめな指導医は評価に
積極的で、そうでない指導医は評価に非
積極的なため、評価内容が異なるという
自己選択のバイアスが存在している。③
CBT・OSCEの成績下位者が、臨床実習
では努力し成果が表れた結果、差がなく
なった可能性などが考えられた。③の原
因として、図書館で勉強している学生が
増えた、学習の場が座学から実臨床とな
り学習意欲が増したなどが考えられた。 

 

（２）最も集中できる媒体は、ハンドアウト 

③であった。最も集中できない媒体はパ
ワーポイント®であった。また最も出席し
たいと思う媒体は黒板であり、最も出席
したくないと思う媒体はハンドアウト①
であった。授業で使用する媒体により授
業の集中の程度や出席意欲に変化がある
ことが確認された。 

 

（３）回答は 28名であった（回答率は 21％）。 

満足度はとても満足 3％、やや満足 18％、
どちらでもない 32％、やや不満足 36％、
不満足 11％であった。満足と答えた理由
としては学びたいことが学べた。友人が
できた、などであった。また不満足な理
由としては、医学と関係なくモチベーシ
ョンがわかなかった、全学教育キャンパ
スまで遠いなどの理由であった。多くの
学生が、全学教育に対して何等かの改善
が必要と感じていた。 

（４）結果 42名からの回答を得た（回答率 

32％）。JMP11 を用いてスピアマンの順
位相関係数を計算した。結果１教科のみ
相関係数 0.31、P値 0.043（<0.05）と有
意差をもって弱い相関を認めた。 

 

以上、複数の調査研究を行ったが、自己主導
型学習能力を獲得するための基礎的なデータ
はまだ不十分である。今後さらに調査研究を
すすめ、十分なデータを元にした、自己主導

型能力獲得のためのモデルカリキュラム開発
を行っていく予定である。 
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